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三重クモ談話会：2004年度活動報告 ●

（表紙写真説明）

Smobms orientalis (Yaginuma l967) シノピグモ早成体

1986年6月6日、愛知県北設楽郡段戸裏の原生林にて緒方清人氏撮影

この蜘蛛は、 1965年5月4日三重県一志郡美杉村川上にある三重大学

平倉演習林近くの渓流で、橋本理市氏によって初めて発見され、 1967年

に日本蜘蛛学会誌ActaArachnologicaで八木沼健夫氏によって命名

発表されたものである。その特異な形態と生態が注目されている。
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自宅挺のクモ環寛

武藤茂忠

昨年春より、3昨来住み慣れた四日市市から両親の実家である員弁訓鴎町へ転居した。その後こ

の地は、員弁那町(藤原剛斗闘町､大安町員弁町東員剛のうち東員町を除く側が2m3年12月

に合併して現在地名は「いなく祠饒田、となっている。

当面、庭の草取りや物置の片付けなどに時間を割かねばならない宿命を背負ったが、そうした作業を

するうちに、いろいろなクモが身辺に出没するので、新たな環境への自らの適応行為として少しずつ調

べてみることにした。また、四日市市郊外の桜台団地では1蝋年間毎日、最高・最低気温と自作雨量計

で雨量を観測していたのを、ここでも機器を設置して託緑することにした。釦km少々しか離れていない

とはいえ、やはり都市近郊の住宅団地と、古い歴史を持つ農村地帯とでは出現するクモたちの顔ぶれが

異なるように感じられるので、その一部を紹介してみたい。

自宅の地理的位圖ま、 」鱗35.08′07.4〃、東経136.31′04.6″、海抜約1qnで、すぐ西には鈴鹿山脈

の1Ⅲn位の峰々が間近に望める、県内では所言籠1械旦とされている地域である。

出現したクモたちは、次の通りである。
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20.Azma4sz4ya"Z"zziYaginuma

21.AF1mEJsl画順msz4'(LK戯ウ

22.A'W'e""oai'zLKM'

23.q厄わ""gaZ"α伽H芯.etStrb

24.EMI油のrzasか肋だ(Sand)

25.胸Sc｡"α似"zcrgarz(ml"dlall)

26.Ⅳ釦,cﾛ"αぶり"肋左s(Bk.etS"

27.K噌加"血血(Stra"

10． 1"唾idae コモリグモ科

28.AJてmszz""""(Btr. etSh･)

29.hr伽α“"をatzLKM1

30.H靭吻sα此mmKalsdl

31.ht伽α"aJ(わ“""""zz(Btr.etStr.)

32.HImZzP加Xm左s(B(B.etsh･.)

33.mmn〃℃α"･wds(Bm.etSh･.)

34.HmmyKzg加"刀aimm2k9

11.QKy叩idae ササグモ科

35.OxJw)ersafmMsLKMI

12.""elenidae タナグモ科

35.Ag己灼1α肋lb"zz 'Ihq･ell

36.Ag己彪zα叩卿bIZzzLM1

13.Did)mlidae ハグモ科

ヤマオニグモ

オニグモ

コガネグモ

ギンメッキゴミグモ

サガオニグモ

コゲチャオニグモ

サツマノミダマシ

ズグロオニグモ

カガリビコモリグモ

ウヅキコモリグモ

ハリゲコモリグモ

キクヅキコモリグモ

イモコモリグモ

チビコモリグモ

ナミコモリグモ

ササグモ

クサグモ

コクサグモ
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ネコハグモ

ガケジグモ科

シモフリヤチグモ

メガネヤチグモ

ツチフクログモ科

ヤマトコマチグモ

フクログモ科

ヒメフクログモ

ネコグモ科

イナズマウラシマグモ

ヤバネウラシマグモ

ワシグモ科

トラフワシグモ

メキリグモ

エビグモ科

46.Mih此"z"Sc句加"'(WalMlaeI) シロエビグモ

20. 'Ihomigidae カニグモ科

47.Bfz""z畑α[ho'zmz(Kasd') キハダカニグモ

ハナグモ

ワカバグモ

アズチグモ

ヤミイロカニグモ
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ネコハエトリ

マミジロハエトリ

ヤハズハエトリ

シラヒゲハエトリ

アシブトハエトリ

デーニッツハエトリ

チャスジハエトリ

ミスジハエトリ

キレワハエトリ

アオオビハエトリ

モンシロコゲチャハエトリ

シラホシコゲチャハエトリ
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64. Ifug伽""fze/kz"加ｳﾌes(GmUbe) ウススジハエトリ

以上、 2味に4種ほどが登場し、 1位はハエトリグモ科2位はヒメグモ科3位はコモリグモ科4位は

コガネグモ科5位はカニグモ科となっている。クモといえば一般には大きな円網を張るクモがおなじ

みであるが、これら上位にくる仲間こそがわれわれの日常生活に密着しているクモとなっているようで

ある。特に身構えて採集に出かけるわけでなく、自宅庭にいながらにしてこれだけのクモに出会えると

は予想していなかった。そのかわり、改築後1年目に頻繁に出たゴキブリが2年目になっていなくなり、

そのせいか、どこの家にもよく出現して嫌われるアシダカグモがいないこと。2m1年の9月から11月にか

けて、物置の窓枠にポロ網を張っていたクロガケジグモがその後、姿を見せないことなどこの地に馴

染むほどに疑問も湧いてくる。

聯職としての気温については、この地でのデータは不足で、しかも2仙年は暖冬･猛暑であっ

たため断言できないが、 1年間の数字だけで平均気温を出してみると14.7｡Cとなり、四日市市郊外団地19

籾～2仰年の平均14.8．C(Max.=15.6°C(19M)、Mm.=13.9°C(1993年))と比較すれば幾分低く出

そうである。

近くを流れる員弁川のほとりを歩けば、ナカムラオニグモが多郷に潜みあるいは網を張っている

のを見るにつけ、四日市生活とは一味違う体験をしている。この種については、昭和61年発行の聰色

日本クモ類図鑑』によれば日防系の代表的なクモで、この分布の南限を連ねてナカムラオニグモ線

（植村;1940）が設定され分布を論じる際の目安となった。年平均気温15℃または年最隙温35°Cであ

るから、古くから昆虫の分布で論じられた刺l楠岸線や、植物分布で設けられたハマオモト線と同じで

ある」とあって、異論も出ているであろうが、先達の卓見の一端に触れることができた思いである。

環境指標といわれたジョロウグモが､9月に玄関先で採集した以外は､比較的自然に恵まれていると思

われるこの地域でほとんど目撃されなかったことは、2肋4年が記録的な台風上陸数を数えた年であり、

地球規模での災害があるなど異常な年であった影響であろうか。
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天春明吉氏採集の標本をみる（その2）

太田定浩

本誌29号(2001)で私は,三重昆虫談話会および四日市昆虫研究会会員の天春明吉氏にいただいた

標本について，同定結果を「天春明吉氏採集の標本をみる」として発表した．その後にいただいた標本

がたまってきたので，これまでのものをまとめ「その2」として発表することにした．

天春氏は,ヤスデ類を主とした土壌動物の研究者としてよく知られ,最近は｢神宮宮獺棚踏」聡

鹿市の自然調査｣や噛山市の自然調査｣などの調査員として活躍されるほか，県下各地を広く調査も

されていて，ご専門の土壌動物採集の折，一緒に採集したクモ類の標本をわざわざ別のピンに入れてお

いてくださり，お会いした鰍､ただいたものである．なお，上記3地域の調査には，三重クモ談話会の

会員も割Uしていて，いずれそれらの成果については別途発表される予定なので，これら地域での天春

氏採集の標本については，ここでは除外しそれぞれの調査の資料とさせていただくことにした．

前回の報告でもちょっと書いたことではあるが，天春氏は私よりご高齢であるにもかかわらず，落葉

の間や下などにいる，どんな微細なクモも見落とすことなく採集される，その眼のよさというか確かさ

には驚嘆のほかなく，私力採集したのではとても得られないような貴重な種類を見ることができた．採

集時のご配慮とご好意とに心から御礼申し上げたい．

なお，一部の種については，同定を熊田憲一氏にお願いした．深く側L申し上げる．

1． 採集場所およて…月日

（1） 桑名郡木曾岬町 （α644-3503） 2仰年10月15日

（2） 三重郡菰野町田光 (C36恥弱04) 2叩年10月5日

（3） 三重郡菰野町千種三重県民の森(□629-3s似） 2伽年10月4日

（4） 四日市市伊坂町伊坂ダム (C363735m) 2仰年11月3日

（5）四日市市LUW]桜神社 (G63535m) 2伽年2月15B

（6） 四日市市平潮I八幡神社 (C3637-3501) 2m3年2月14日

（7） 四日市市11 1島町 (C3632-34S8) 2m3年11月19日

（8）津市片田田中町 (Gm7-2442) 2伽年11月27日
一

（9）鳥羽市浦村町今捕浦神社 (C3653-3426) 1994年11月5日

(10）多鋪B大台町上三瀬 (Gm53423) 2m3年10月9日

(11）多鋪陶| |村罰渥(Gm2-3422) 2伽年10月9日

－－－－－ーーー一一

〒5100893三重県四日市市前田町23の2
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（12）多妄梛宮川村総門山 (G619.3419) 1998年11月14日

（13)度鋪B南勢田]礫浦 （⑬640罠3418） 1998年3月7日

［注］ （ ）内の数字は，松本（1979）によるIF,lity伽eを示し，擬襄

場所の下線部は目録に曜日した地名である．

2．目録

Tblemidaeヤギヌマグモ科

〃匂"α蝿，aziCMz(YIginumal972) ヤマトヤギヌマグモ EM2大台町

mlopidaeタマゴグモ科

G"7z"""o唖ｺﾙαα""trmKalsdll881 ダニグモ f3,m川島町

kch"α加画4s肱""｡""咽a1misUjil94a ナルトミダニグモF例反ダム

ud｡aidaeウズグモ科

仇fwiobαｼ､加ms(BtreXiXIg&StIaInl兜の ウズグモ M菅木屋

Thaidiidaeヒメグモ科

CMsM"9z"ZZz(Wderl834) シラホシオオノヒメグモ F山城町

az""""haa6'z#'m(Ka'sd'187" カレハヒメグモ f田光

"MMFPzJd6"smginumal9印 ムラクモヒシガタグモ f南勢町

肋に"｡'"α"“jど伽""(Simmll8鋤 カニミジングモ F浦村町

&匂""'叩swWo"血sYnginumal969 スネグロオチバヒメグモf3,m2木曾岬町,fm2例反ダム, f2

山聯町,m平津町, f片田, f大台町,Ef南勢町

Anapidaeヨリメグモ科

C初"α､l"α'"αα‘肱αα19釦ヨロイヒメグモ F5,M田光,F5,M3伊坂ダム,F1QM7平＃到T,

F11,M11川皇岡,F2,M3片田

Imjpliid"サラグモ科

Waz屹如p匂z畑加Oil9印 デーニツツサラグモ Fu鰔町

Waz"加""wdsOil9印 コデーニツツサラグモ F田光,F2,M,m例更ダム,F山塊町,F2,M

平＃郵丁,F片田

GM母ﾉI蹴り雄s"胸，"WSaim&Ono2m1 カイホツズキンヌカグモ F千種

O勉加Mzre(Oil9M) イマダテテングヌカグモ F15,M木曾I甲町,F4bM2伊坂ダム,F7M9山

塊町,F平津町

MM加加α'""(Oi19m) テングヌカグモ M例反ダム

IWMM'《加加sSaitO&Ono2m1 ヤマトオオイヤマケシグモ F平津町,F2川島町,F大台町

心叱加SOC℃i上わIIMsSaim&Qlo2m1 カンサイオオイヤマケシグモ F離蜘

肋灼“α"lelhedSimml1894 アリマネグモ F伊坂ダム,F平溺町,F2大台町,F南勢町

6



""''zeIMz""r"ｽs(Birenbelg&Sh･andl90の セスジアカムネグモ M川島町

Tbngaglahdaeアシナガグモ科

D城moAz"7IzETanikawal995 オオクマヒメドヨウグモf田光, f川島町

Aaneidaeコガネグモ科

q厄わsasaな，‘haKaIsdll879 ヨツデゴミグモ m浦ﾎ柵

Qenidaeシボグモ科

A"M伽ﾒu"zzzKalsdll879 シボグモ f2木曾1恥J "

Amulmiidaeガケジグモ科

⑰eわWEsfmobrNishikawal973 ウスイロヤチグモ F総門山

Ijmanid錘ウエムラグモ科

加紬"pmr加地(政鬼enlrIg&Strandl船の イタチグモ F片田

himd2eネコグモ科

GMo加血cmc漁迩BtXebag&Strandl9髄 オトヒメグモ F3,M木曾岬町,F千草,F伊坂ダム

〃､"ロ肋加s"睡画zimsKishidal914 ウラシマグモ f片田

Sparasidaeアシダカグモ科

SIFWJorわ＃"℃WZz(KaIsdll881) コアシダカグモ f片田

Thmnisid2eカニグモ科

Msamz""(な｡'zmZz(Kalsdll87の キハダカニグモ M潮1町

O弓fXikz"勿獅zmOnol985 ニツポンオチバカニグモ Efm千草,F2,f4,M3,m伊坂ダム,F7,

M2山聯町,Fdf5平jMJ, F5,M,m片田,F5,M3岸騨町

SalUddaeハエトリグモ科

あ"zzgeli(tsugo'M"7"isaIaInl9閃 アメイロハエトリ f3木曾岬町

［注］科･動酉蔽囎よひ学名・和名は,割||明男『日本産クモ類目録(2ms年叛)』によった．

3．注目される種

ヤマトヤギヌマグモ

初言糊重．

シラホシオオノヒメグモ

体長0.9～12mmの微小な6眼のクモで，落葉中などに生息する．本県

体長15～2mmのクモで、本県＃脂繍重．
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市の蜘蛛中国
目工＝ ＝

司 F

橋本理市

2m3年8月29日から2似年8月22日までの約1年間、中国吉林省延古市にある延辺大学日本語学

部で日本語の教鞭をとった。その間暇をみつけて周辺の地域にでかけて蜘蛛の採集を行った結果をここ

に幸晧したい。

延吉市は北緯約43度東経約129度にある中国剰鄙の東の端､ロシアとj餓羊の国境近くにある人

口約40万の都市である｡周迦ま小高い丘に囲まれ緑の多いところで人口の半分くらいは朝鮮族である

ため「延辺朝鮮族自治州」となっている。街のなかにはハングルがあふれ、食堂で注文するとキムチが

出てくるというところである。

9月から始まる新学期にはキャンパス内ではもうコスモスが咲き甜1へ曰本の10月末の気候であっ

た。10月1日の国慶節にはもう紅葉力溌りになり、10日過ぎには初雪力鳴った。それから暖房のはいる

月末にむかってどんどん気温が下がり、部屋のなかでは電熱ヒーターをつけないと辛抱ができないくら

いに寒くなる。20日すぎに暖房が入ると部屋の中は常時20度前後に保たれやつと人心地つけるよう

になった。外気はどんどん下がり11月になると昼間でも零下のままで、12月、 1月のいちばん寒いとき

には零下25度位までさがる。旧正月の春節がすぎ､立春のころになるとやっと昼間の気温が零度くらい

になって、挨拶も吟日はすこし暖かいね」となり、4月末の雪解けまで半年もの長い冬を過ごさねば

ならない。

前号でも報告したように、仕事が落ち着くまでの1か月間は殆ど採集に出かける余裕はなく、すぐに

冬に入ってしまったが、年が改まって5月に入って一斉に花が咲き始めるころになり、やつと採集にで

ることができ、主としてバスとタクシーを使って半時間くらいで行ける地域にでかけて採集をおこなっ

た。山林内では造網性の蜘蝋まヤマオニグモくらいしか見当たら談地上でも排個性の頻蛛もほとんど

見当たらなかったため主としてビーテイングによって採集をおこなった｡その結果をここに報告する。

採集日と場所は以下のとおりである。

2m4年5月4日 延蔀防l長白山植物園（帽子山）

8月13日 延大キャンパス外の松林

14日 長白山植物園(帽子山）

16日 延吉市郊外小河肯謝水田地帯と川原

17日 延吉郊外延辺科学技術大学付近の草原

〒516-Ml三重県伊勢市朝肯訓rl505の5
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19日 大学構内

採集地の状況について

長白山植物園では、樹木は主としてカラマツで、その下生えはイネ科の植物を中心と

したものである。延大のキャンパス内は各種のポプラやニレ類、各種の花木など。小河龍の水田地帯は

日本とあまり変わらない風景である。畔の草は刈らず伸び放題になっている。草の間や稲の株間にほと

んど蜘蛛の姿がなく、灌潤用水路に魚や水生動物の姿がないのは農薬を使っているためだろうか確認

をしてこなかったので不明である。水田につきものの蜻蛉類も姿を見ることができず、また鳥類もスズ

メ、カラス、 トビ、ツバメなどのごく普通の烏の姿もあまり見られなかった。科学技術大学周辺の草原

は腰くらいの高さのイネ科の植物が中心であった。近くにある「りんご梨」園の中も種類生息数とも

すぐなかった。

同定結果は次の通りである。

1. IJnmiliidae サラグモ科

1.R城PM"tz l弘励"(WaldenaeI) シロブチサラグモ

2. TbnWlailidae アシナガグモ科

ヤサガタアシナガグモ

ミドリアシナガグモ
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ヅノオニグモ

ヤマオニグモ

ムッボシオニグモ

ドヨウオニグモ

ホシスジオニグモ

アズマキシダグモ

クサグモ

コクサグモ

キタエビグモ

アサヒエビグモ
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シャコグモ14. ZIk/伽ja@eIM(LKodl)

9. 'I11qnisidae カニグモ科

15.Bns3【加加αkkormzz (K釦琶d')

16.Amsz"""叩s"たzaW加4s(FabljcilE)

17.OMme"加吻’筐FLKOch

18.HsIMz"幼Jhz4sKalsdl

l9.＄"，α匂"ghBbsz"'z (Fabridua

". Z加"zIspEa" (WaldCnaex)

21.期械bzdscP"AFFM

10.Saltiddae ハエトリグモ科

キハダカニグモ

ハナグモ

ワカハグモ

ガザミグモ

フノジグモ

トラフカニグモ

ヤミイロカニグモ

ネコハエトリ

オオハエトリ

ー

フーーニッツハエトリ

".C"7狗az4sxz"肋昭7m'"'ILz(Iahell9

23.MZIPpiasα〃"肋f(Md'am)

24.MxWoj"[WzM(KaIsdj
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しのびくもNo.32,Oct,2肋5

ゴガネグモの幼生に寄生した蜂

橋本理市

2m5年4月24日の四日市市三宅町における総会時の採集会のおり、コガネグモの幼体を採集した。

そのとき蜘蛛の腹部背面に小さな寄生蜂の幼虫を見付けたので、帰ってから飼育し経過を観察した。造

網性の蜘蛛なので虫篭にいｵrて飼育しようとしたのだが、せまくて網をはらず、このまま死んでしまう

のかと危倶していたが、やがて蜂の幼虫は宿主を食いつくしてさなぎとなり羽化した。現在同定依頼中

で判明次第また幸階するカミ今回はその経過と写真を紹介する。

飼育経過

4月24日採集借びんに保管）

28日虫かごに入れる。幼虫やや成長している。網をはらないので、餌がやれない

5月2日 （団宿主に食いつき、殺してしまった。

（夜）すべ食いつくして自分だけ糸でぶらさがっている。

3日白い繭をつくった。長さス5粍幅2粍・

4日繭をフイルムケースに移す。繭の中身がみられない。

よく見ると繭の下部より2粍のところに小さな突起が4個あった。

13日羽化した。体長7綿

写真説明(撮影データ；オリンパス測艮顕微鏡接眼レンズGI①〈対物レンズ1，5

X,カメラ；オリンパスCAMmlAC-9m別仙I;光源蛍光燈15w)

続報

コガネグモに寄生した蜂についてのレポートをしたが、北海道農對ｿf究センター虫害研究室の小西和

彦氏により、この蜂はmfasfa加s sp･ と同定された。今回の標本はオスで一見アカクモヒメバチ

凸加rごZIzzAsMffs (Ud'ida, 1922)に似ているカミアカクモヒメバチのholotype（早）と上轍すると、形塞

が異なっている点がいくつかあり、手元に上鮒票本がないため、それらの違いが雌雄の差なの力種間の

差なのか判断できなかったというものだった．

BPi"tethus属は日本からE・"伽種のみが識講され、この種の宿主としてAJtmaJFsp．とサツマノミダマ

シが識誌されているが、クモヒメバチ類は寄生範囲力峡いことが多いため、日本に剛"tethus属は複数

種生息している可能性が鄙､、ということである。
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